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2017（平成29年）
No. 131

主な内容

わがまち郷土芸能大会にて（12月11日撮影）

世 帯 数 ２万 5,017 （＋ 22）
人　 口 ５万 4,633 （＋ 16）
男 ２万 5,611 （－ ８）
女 ２万 9,052 （＋ 24）

出　 生 31
死　 亡 69
転　 入 138
転　 出 81
その他異動 ３

｢まって、良か嫁じょじゃ」



で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
市
民
ら
は
、

慣
れ
親
し
ん
だ
演
舞
や

初
め
て
見
る
芸
能
に
喜

び
、
驚
き
、
笑
い
、
感

動
し
な
が
ら
、
出
演

者
、
観
覧
者
が
一
体
に

な
っ
て
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

12
団
体
が
披
露

　

12
月
10
日
、
市
制
施

行
10
周
年
を
記
念
し

て
、
市
文
化
会
館
お
よ

び
同
駐
車
場
で
「
わ
が

ま
ち
郷
土
芸
能
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
、
市
内
各

地
域
で
積
極
的
に
保
存

継
承
の
活
動
を
行
っ
て

い
る
12
の
郷
土
芸
能
保

存
会
が
一
同
に
会
し
て

の
披
露
と
あ
っ
て
、
多

く
の
市
民
が
観
覧
に
詰

め
掛
け
ま
し
た
。
午
前

の
部
は
駐
車
場
の
特
設

会
場
で
、
午
後
の
部
は

文
化
会
館
の
ス
テ
ー
ジ

郷土芸能大会

わが

③

②

④

⑤⑥

①
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保
存
と
継
承

　

本
市
に
は
、
今
回
の

大
会
に
参
加
で
き
な
か

っ
た
保
存
会
も
含
め

て
、
市
内
各
地
域
に
多

く
の
郷
土
芸
能
が
継
承

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
ま
で
継
承
さ
れ

て
き
た
地
域
の
方
々
に

感
謝
し
、
今
後
も
郷
土

芸
能
を
保
存
し
継
承
し

て
い
く
必
要
性
を
感
じ

ま
し
た
。

　

郷
土
芸
能
、
地
域
行

事
な
ど
を
継
承
し
て
い

く
こ
と
は
、
地
域
で
豊

か
に
暮
ら
し
て
い
く
た

め
に
必
要
な
こ
と
の
一

つ
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
郷
土
芸

能
を
継
承
し
て
、
地
域

行
事
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
。
こ
の
ま
ち
に
住

む
私
た
ち
に
し
か
で
き

な
い
こ
と
で
す
。

①宇都野々虎狩り踊り　②蕨島新地節　

③下中小幟踊り　④江内山田楽　⑤青木地区山田楽

⑥東水流・下山新銭ごま踊り　⑦高尾野兵六踊り　

⑧新蔵棒踊り　⑨上水流棒踊り　⑩出水種子島楽　

⑪熊陳地区田之神舞　⑫西部地区鼓楽

⑨

⑦

⑧

⑩        

⑪        
⑫        
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2017 年

　成人式

「人生の抱負」
新成人にインタビュー！

　

新
春
を
迎
え
た
１

月
５
日
、
市
文
化
会

館
で
出
水
市
成
人
式

が
行
わ
れ
、
新
成
人

５
０
１
人
が
晴
れ
の

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

友
人
な
ど
と
の
久
し

ぶ
り
の
再
会
に
盛
り

上
が
り
、
ま
た
家
族

や
中
学
時
代
の
恩
師

を
始
め
、
多
く
の
方

が
祝
福
に
駆
け
つ
け

ま
し
た
。

　

式
典
は
、
新
成
人

か
ら
な
る
成
人
式
実

行
委
員
会
に
よ
っ
て

催
さ
れ
、
新
成
人
へ

の
祝
福
や
家
族
へ
の

感
謝
の
手
紙
の
朗
読
、

人
生
の
抱
負
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
企

画
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
と
し
て
の

自
覚
と
責
任
を
再
認

識
す
る
式
典
に
な
り

ま
し
た
。
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あ
な
た
の｢

お
宝｣

大
募
集
！

　

６
月
17
日
（
土
）、
市
文
化
会
館
で
、

テ
レ
ビ
番
組「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」

の
公
開
録
画
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
決
定

し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、番
組
で
鑑
定
し
て
も
ら
う「
お

宝
」
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く
だ

さ
い
。

応
募
方
法　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

　

の
上
、
鑑
定
品
の
写
真
を
添
付
し
、
郵

　

送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
込
書
は
、
鑑
定
依
頼
品
１
点
に
つ
き

　

１
枚
必
要
で
す
。
お
一
人
様
何
点
で
も

　

ご
応
募
で
き
ま
す
。

○
収
録
予
定
の
６
月
17
日
（
土
）
に
出
場

　

可
能
な
方
に
限
り
ま
す
。

○
古
物
売
買
免
許
の
あ
る
方
は
、
受
け
付

　

け
ま
せ
ん
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
申
込
書
類
・
写
真

　

は
返
却
し
ま
せ
ん
の
で
、　

ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
出

　

水
ナ
ビ
」
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す
。

添
付
書
類

①
全
体
像
の
分
か
る
写
真

②
主
要
な
部
分
（
絵
柄
や
文
字
等
）
の

　

ア
ッ
プ
写
真

③
銘
や
落
款
な
ど
の
写
真

※
①
②
③
を
含
む
３
点
以
上
の
写
真
を

　

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　
４
月
14
日
（
金
）
必
着

選
考
方
法　
テ
レ
ビ
局
の
番
組
担
当
ス

　

タ
ッ
フ
が
応
募
書
類
を
詳
細
に
検
討

　

し
て
選
考
し
ま
す
。

※
選
考
の
途
中
経
過
に
関
し
て
は
一
切

　

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

発
表　
採
用
の
可
能
性
の
あ
る
方
に
は

　

テ
レ
ビ
局
の
番
組
ス
タ
ッ
フ
が
直
接

　

連
絡
し
ま
す
。
連
絡
が
な
い
場
合
は

　

不
採
用
で
す
。

※
観
覧
希
望
者
の
募
集
は
、
広
報
い
ず

　

み
４
月
号
で
ご
案
内
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
８
９
９

－

０
２
９
２

　

出
水
市
緑
町
１
番
３
号

　

出
水
市
役
所
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課　

　
「
出
張
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
in
出
水
」

　

お
宝
係
（
☎
�
４
０
６
１
）

出水出水
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年 月 日 
 

 

鑑鑑定定出出場場申申込込書書 （申込書は、鑑定依頼品１点につき１枚必要です）  

鑑定品目  
自己評価額 円 

由来・エピソード記入欄（お宝と持ち主のさまざまなエピソードやいきさつを書いてください。） 
例えば●手に入れたときの出来事やいきさつ ●代々伝わるお宝の由来やエピソード ●鑑定を依頼しようと思ったきっかけ ●数奇な

運命の結果わが家にあるといったようなことなど。価値を知りたいだけの応募は不採用になる場合が多いようです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（フリガナ）  

住 所 
（〒 ー ） 

 

（フリガナ）  

氏 名 
 
 

電話番号 
（市外局番 ） 

－ 
職 業 

 

※記載いただきました情報は番組制作のためだけに使用し、番組制作関係者以外の第三者への情報開示は一切いたしません。 

 

写真添付箇所 

（のりでしっかりと貼り付けてください。） 
◎ 枚数が多い場合は、全体像の写真を添付していただき、

残りの写真はお手持ちの紙に貼り付け、この申込書にホ

チキス止めしてください。 
◎ 採用の可能性のある方にはテレビ局の番組スタッフから

直接連絡があります。 
（連絡がない場合は不採用となり鑑定しません） 

添付写真のお願い 

★写真はお宝全体がはっきり写って

いるものを（３枚以上）

★玩具は製造メーカーの表示部分の

アップ。箱も保存されていればそ

の写真も添付してください 

★書画は落款（署名と印）の部分、

陶器は底面の銘の部分アップも 

★共箱のあるものは箱全体、標題、

箱書きなどのアップも 

★切手、コインなど小さなお宝は、

なるべく大きく 
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民
生
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
区

域
の
人
た
ち
の
日
常
生
活
等
で
の
相
談

に
応
じ
て
、
福
祉
事
務
所
と
連
携
を
取

る
橋
渡
し
の
役
割
を
担
う
な
ど
、
社
会

奉
仕
の
精
神
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
福
祉
に
関
す
る
調
査

や
自
主
的
な
活
動
、
関
係
行
政
機
関
へ

の
協
力
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
民
生
委
員
は
、「
民
生
委
員
法
」
に

　

基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
委
嘱
し
ま

　

す
。
本
市
で
は
、
昨
年
12
月
の
改
選

　

で
、
２
０
１
９
年
11
月
30
日
ま
で
を

　

任
期
と
す
る
１
３
０
人
の
委
員
が
委

　

嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、民
生
委
員
は
「
児
童
福
祉
法
」

に
よ
っ
て
児
童
委
員
を
兼
ね
て
い
る
た

出
水
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
紹
介
）

出水 （西出水地区） 出水 （出水地区） 出水 （東出水地区）
地
域

打　

上　

義　

巳

滝　

本　

俊　

治

原　

田　

世
志
郎

齊　

藤　

三
枝
子

知　

識　

計　

人

油　

木　

賢　

一

永　

野　
　
　

幸

山　

下　
　
　

操

歌　

　

洋　

子

宮　

川　

成　

子

生　

田　

久　

美

寺　

園　

常　

子

脇　

田　

輝　

男

西　

野　

き
く
子

肱　

岡　

恵　

子

橋　

口　

あ
つ
子

沖　
　
　

弘　

子

德　

留　

和　

男

長　

元　

久
美
子

桐 

野 

勇 

次

横　

内　

節　

子

餅

原

信

義

佐
々
木　

光　

子

佐　

藤　

ひ
ろ
子

守　

谷　

美
穗
子

都　

甲　

加
奈
子

伊　

藤　

愛　

博

尾　

﨑　

た
み
子

日 

置 

信 

男

安　

慶　

正　

信

東　
　
　

達　

巳

原　

口　

美
千
惠

荒　

田　

ツ
ヤ
子

小　

園　

正　

勝

小　

村　

三　

男

宮　

下　

美
千
代

船　

木　

智　

子

下　

薗　

和　

文

田
多
園　

玲　

子

木　

下　

順　

二

窪　

田　

と
し
え

吉　

川　

敏　

子

氏　
　
　

名

千 
本 

付

茶　

円　

堀

東
大
野
原

八   

幡

丸   

塚

江　

川　

野

上   

屋

上　
　
　

中

上
大
野
原

政   

所

桜   

町

西   

町

花 

立 

西

花 

立 

東

石   

坂

野   

添

表　

郷　

西

溝　
　
　

下

鹿   

島

表　

郷　

東

向   

江

平
良
馬
場

下 

古 

市

上
町
住
宅

上   

町

中   

町

小　

原　

上

西
之
口
団
地

宇
都
野
々

君　

名　

川

小
松
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

鍋　
　
　

野

諏
訪
馬
場

竪　

馬　

場

上 

沖 

田

沖   

田

春 

日 

町

朝 

日 

町

太   

田

ラ
ガ
ー
ル
出
水
団
地

広   

瀬

太
田
原
住
宅

所
属
自
治
会

千
本
付
、
平
和
団
地

鹿
島
住
宅
、
茶
円
堀
、
ま
な
づ
る
住
宅

西
大
野
原
、
東
大
野
原

八
幡
丸
塚
、
平
岩
、
小
木
場

江
川
野
、
栗
毛
野
、
清
水

上
屋
、
上
屋
団
地
、
鶴
見

上
中
、
下
中

下
大
野
原
、
上
大
野
原

政
所
桜
町
西
町
花
立
西

花
立
東

石
坂
野
添
横
尾
、
表
郷
西

山
下
、
溝
下
、
上
松

鹿
島
表
郷
東
、
八
坊
、
中
央
団
地

向
江
、
帆
木
ノ
上

平
良
馬
場
、
平
良
町

下
古
市
、
上
古
市

上
町
住
宅

上
町
栄
町
、
中
町

小
原
上
、
小
原
下

星
が
丘
団
地
、
西
之
口
団
地

西
之
口
、
宇
都
野
々
、
城
山
南
、
定
之
段
、
砂
坂
共
済
住
宅

折
尾
野
、
君
名
川
、
水
之
頭

上
山
崎
、
小
松
、
城
山
、
西
之
口
県
共
済
住
宅
、
小
松
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

鍋
野
、
山
崎

諏
訪
馬
場

上
竪
馬
場
、
竪
馬
場

上
沖
田

沖
田
春
日
町

朝
日
町

太
田
松
尾
、
ラ
ガ
ー
ル
出
水
団
地

広
瀬
太
田
原
住
宅

担　

当　

区　

域

あ
な
た
の
身
近
な
相
談
者

民
生
委
員
・
児
童
委
員

め
、
児
童
福
祉
の
増
進
に
も
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
す
。
児
童
委
員
の
う
ち
か
ら
７
人

の
方
が
主
任
児
童
委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

主
任
児
童
委
員
は
、
個
別
の
担
当
区
域
は
持

た
ず
、
区
域
を
担
当
す
る
児
童
委
員
と
連
携
し

て
、
主
に
児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
担
当
し

て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
主
任
児
童
委
員
は

地
域
住
民
の
福
祉
の
増
進
の
た
め
相
談
に
応

じ
、
助
言
や
必
要
な
情
報
の
提
供
な
ど
の
援
助

を
行
い
ま
す
。
お
近
く
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
福
祉
課
（
☎
�
４
０
８
５
）

　

高
尾
野
支
所
総
合
市
民
課
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

野
田
支
所
総
合
市
民
課
（
☎
�
４
８
１
４
）

出水
（東出水地区）

出水
（大川内地区）

地
域

山
之
口　

善　

宣

滿 

尾 

辰 

子

小　

平　

愛　

子

麦
生
田　
　
　

修

東　
　
　

啓　

子

原　
　
　

新　

一

澤　

田　

嘉　

秋

町　

田　

誠　

二

尾

道

睦

雄

松　

本　

留
利
子

鳴　

海　

法　

子

氏　
　
　

名

渡 

瀬 

口

香　
　
　

月

井   

上

日   

当

下　

平　

野

さ
ぎ
や
な

不 

動 

野

原

射　

場　

元

角　
　
　

石

上   

場

所
属
自
治
会

渡
瀬
口

大
平
、
香
月
、
愛
護

愛
宕
下
、
井
上

芭
蕉
、
日
当
、
日
添

下
平
野
、
田
之
頭
、
萩
之
段

田
原
、
さ
ぎ
や
な

中
川
、
高
牟
礼
、
不
動
野

馬
流
、
原
、
白
木
川
内

宮
之
元
、
鮎
川
、
射
場
元

角
石
、
青
椎
、
坂
元

上
場

担　

当　

区　

域
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高
尾
野
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
紹
介
）

野
田
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
（
民
生
委
員
・
児
童
委
員
紹
介
）

出水 出水 （米ノ津地区） 出水 （米ノ津東地区）
地
域

窪　
　
　

ま
さ
子

坂　

上　

了　

司

矢　

野　

ミ　

ツ

小　

嶋　

千
利
子

内　

川　

エ
イ
子

時 

吉 

晴 

美

浦　

底　

幸　

治

山　

口　

安　

任

植　

村　

友　

子

山　

﨑　

美　

鈴

小
松
原　

道　

雄

南　

園　

秀　

憲

近　

藤　

代
津
美

濵　

島　

洋　

子

山　

内　

美
惠
子

永　

山　

良　

江

松　

田　

正　

幸

田　

島　

英　

樹

福　

島　

芳　

孝

伊　

東　

卓　

志

岩　

橋　

幸　

一

岩　

下　

勝　

洋

山　

口　

美
智
子

田　

島　

絹　

代

柳　

田　

建　

夫

餅　

田　

克　

典

濵　

上　

次　

廣

長　

野　
　
　

豊

針　

原　

喜
代
光

竹　

島　

由
利
香

原　

田　

文　

子

氏　
　
　

名

津   

山

山　
　
　

崎

不 

動 

野

蕨   

島

荘   

下

瀉

新 

蔵 

中

掛　
　
　

腰

今 

釜 

中

福　

ノ　

江

早   

馬

今　

釜　

東

名 

古 

西

名 

古 

中

津   

山

上 

村 

東

六
月
田
下

米
ノ
津
前

平　

松　

西

天 　

 
神

元 　
 

町

米
ノ
津
東

米
ノ
津
駅
通
り

平 

松 

東

加
紫
久
利
住
宅

朝   

熊

安　
　
　

原

関　
　
　

外

築   

港

針   

原

前　
　
　

田

所
属
自
治
会

[

主
任
児
童
委
員]

米
ノ
津
東
、
米
ノ
津
地
区

[

主
任
児
童
委
員]

出
水
、
西
出
水
地
区

[

主
任
児
童
委
員]

大
川
内
、
東
出
水
地
区

蕨
島
荘
下
、
荘
上

古
浜
、
荒
崎
、
瀉

新
蔵
中
、
福
ノ
江
港
、
西
新
田

伊
勢
山
、
西
福
ノ
江
、
掛
腰

今
釜
中
、
今
釜
西

福
ノ
江
、
新
蔵
上

早
馬
今
釜
東
、
今
村

名
古
西
、
浜
新
田

名
古
東
、
名
古
中

津
山
上
村
西
、
上
村
東

六
月
田
中
、
六
月
田
下

米
ノ
津
前
、
鶴
亀
タ
ウ
ン

新
町
、
平
松
西

天
神
元
町
米
ノ
津
東

米
ノ
津
駅
通
り
、
米
ノ
津
中

平
松
東
、
平
松
団
地

平
松
上
、
上
ノ
原
、
加
紫
久
利
住
宅

朝
熊
、
沖
田
住
宅

安
原
、
豊
原
、
泉
ケ
丘
団
地

中
塩
屋
、
関
外

築
港
櫓
木
、
針
原

切
通
、
前
田

担　

当　

区　

域

高尾野
地
域

野　

﨑　

よ
り
子

笠　

置　

信　

行

山　

戸　

篤　

雄

樋　

口　

孝　

志

荒　

平　

十
和
子

野　

添　

良　

一

長　

野　

信　

賢

原　

田　
　
　

仁

塘
之
口　
　
　

明

中　

里　

道　

昭

　

田　

初　

男

谷　

川　

繁　

子

淵　

﨑　

清　

人

肝　

付　

サ
チ
エ

齊

藤

京

子

山　

下　

義　

博

福　

留　

滝　

子

前　

田　

良　

彦

前　

田　

盛　

光

児　

玉　

民　

子

冨　

吉　

光　

士

木　

場　

克　

子

岡　
　
　

和　

徳

池　

田　

伊
津
子

氏　
　
　

名

荒   

崎

大   

和

東
下
り
松

木　

牟　

礼

連 

尺 

野

木   

串

段

荒   

崎

柳　

ヶ　

水

東 

辺 

田

西 

水 

流

下   

山

東 

水 

流

上 

水 

流

上 

水 

流

唐 

笠 

木

下 

高 

下

表　
　
　

上

本   

城

野　

添　

下

大   

和

柴   

引

柴   

引

麓

所
属
自
治
会

[

主
任
児
童
委
員]

高
尾
野
全
域

[

主
任
児
童
委
員]

高
尾
野
全
域

西
下
り
松
、
東
下
り
松
、
浦
窪
、
上
浦
窪

木
牟
礼
、
小
島

連
尺
野

木
串
冷
筋
、
上
冷
筋
、
段
、
南
方

荒
崎
、
旧
番
所

尾
野
島
浜
、
平
坊
、
柳
ヶ
水

西
辺
田
、
東
辺
田
、
野
口

西
水
流

下
山
東
水
流

県
道
上
水
流
出
水
線
北
側
の
上
水
流
、
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン

県
道
上
水
流
出
水
線
南
側
の
上
水
流
、
星
原

唐
笠
木
、
昭
和
、
鶴
里
、
松
ノ
元

下
高
下
、
下
高
上

石
坂
、
表
上

本
城
、
内
野
々
上
、
内
野
々
下

砂
原
、
野
添
上
、
野
添
下
、
中
屋
敷

大
和
国
道
５
０
４
号
東
側
の
柴
引
、
柴
引
団
地

国
道
５
０
４
号
西
側
の
柴
引

麓
、
県
道
西
側
の
麓
団
地
、
萩
の
尾

担　

当　

区　

域

高尾野
地
域

久
保
薗　
　
　

誠

小　

川　

清　

人

宝　

来　

博　

幸

川　

畑　

和　

己

坂　

元　

光　

成

出　

野　

正　

実

松
ヶ
⻆　

恒　

男

伊
牟
田　

千
代
子

氏　
　
　

名

中   

里

東　
　
　

町

浦

本　
　
　

町

松　

ケ　

野

千 

間 

山

上　

り　

立

上 

の 

原

所
属
自
治
会

中
里
、
県
道
東
側
の
麓
団
地

東
町
、
町

野
平
、
浦

大
久
保
、
本
町
、
昭
興

御
岳
、
松
ヶ
野

千
間
山
、
大
野
原

上
り
立
、
太
鼓
橋

上
の
原

担　

当　

区　

域

野田
地
域

樋　

口　

恵　

子

橋　

口　

靖　

一

中　

村　

靖　

德

東　
　
　

節　

子

橋　

口　

篤　

義

𠮷　

田　
　
　

直

久　

保　

厚　

子

池　

田　

貞　

子

井　

上　

凉　

子

上　

野　

靜　

子

平　

田　

達　

美

川　

畑　

幸　

子

坂　

口　

キ
ミ
子

特　

手　
　
　

直

氏　
　
　

名

田　

多　

園

天　
　
　

神

上　

餅　

井

屋　
　
　

地

中　
　
　

郡

本　
　
　

町

田　

多　

園

町

岩　
　
　

元

大　
　
　

日

籠　

土　

山

大　
　
　

丸

下　

特　

手

上　

特　

手

所
属
自
治
会

[

主
任
児
童
委
員]

下
名
地
域

[

主
任
児
童
委
員]

上
名
地
域

上
餅
井
、
下
餅
井

屋
地
、
旭

中
郡
、
瀬
戸

本
町
、
八
幡

仲
町
、
田
多
園
、
上
田
多
園

町
、
別
府
、
仮
屋

加
治
屋
町
、
春
町
、
西
通
、
岩
元

天
神
、
大
日
、
地
蔵

野
角
、
籠
土
山
、
青
木
原

大
丸
、
大
久
、
受
口
、
涼
松

川
平
、
久
木
野
、
下
特
手

尾
毛
無
、
越
地
、
上
特
手

担　

当　

区　

域
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市
立
中
央
図
書
館
ロ
ビ
ー

 

無
料

※
お
一
人
当
た
り
、
１
タ
イ
ト
ル

　

に
つ
き
２
冊
、
合
計
５
冊
ま
で

　

に
な
り
ま
す
。

 

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

　

出
水
に
残
さ
れ
て
い
る
史
料

『
御
倹
約
帳
』文
化
７（
１
８
１
０
）

年
を
基
に
、
ど
の
よ
う
な
「
倹
約

方
法
」
が
あ
っ
た
の
か
、「
倹
約
」

に
至
る
背
景
に
つ
い
て
考
察
し
ま

す
。

　

ど
な
た
で
も
聴
講
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

 

２
月
18
日
（
土
）
午
後
２
時

 

市
立
中
央
図
書
館
研
修
室

 
無
料

 
直
接
ま
た
は
電
話
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

定
員　
40
人

演
題　
『
御
倹
約
帳
』
か
ら
見
え

　

て
く
る
も
の
～
文
化
年
間
初
頭

　

の
出
水
～

講
師　
出
水
歴
史
民
俗
資
料
館　

　

学
芸
員　

宮
内　

弥
生

・
　

出
水
歴
史
民
俗
資
料
館　

　
（
☎
�
０
２
５
６
）

　

市
中
央
図
書
館

　
（
☎
�
２
１
０
５
）

 

前
売
券

　

３
歳
未
満
無
料

　

３
歳
以
上
１
２
０
０
円

※
当
日
券
は
１
５
０
０
円

前
売
券
販
売
所

　

金
海
堂
、
諏
訪
書
店
、
だ
い
わ

　
（
出
水
店
）

 

出
水
子
ど
も
劇
場
事
務
局

　
（
☎
�
５
４
５
４
）

　

博
物
館
講
座
８　

ク
ワ
ガ
タ
の

幼
虫
を
探
そ
う
！
を
開
催
し
ま

す
。

　

ク
ワ
ガ
タ
は
、
ど
ん
な
姿
で
冬

を
過
ご
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？

あ
な
た
も
、
ク
ワ
ガ
タ
を
探
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

 
２
月
26
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

 

青
年
の
家
周
辺

 

無
料

 

２
月
１
日
（
水
）
か
ら
電
話

　

で
受
け
付
け
ま
す
。

定
員　
20
人

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
に

　

限
り
ま
す
。

・
　

ク
レ
イ
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

博
物
館
講
座
７　

野
鳥
観
察
会

「
カ
モ
博
士
に
な
ろ
う
」
を
開
催

し
ま
す
。

　

あ
な
た
も
、
出
水
に
越
冬
す
る

た
く
さ
ん
の
カ
モ
に
つ
い
て
学
び

ま
せ
ん
か
。

 

２
月
25
日
（
土
） 

　

 

午
前
９
時
～
同
11
時

 

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
周
辺

 

無
料

 

２
月
７
日
（
火
）
か
ら
電
話

　

で
受
け
付
け
ま
す
。

定
員　
20
人

対
象
者　
小
学
生
以
上

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同

　

伴
に
限
り
ま
す
。

・
　

ク
レ
イ
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

中
央
図
書
館
で
は
、
廃
棄
対
象

と
な
っ
た
雑
誌
を
有
効
活
用
す
る

た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
無
償
で

お
譲
り
す
る
「
雑
誌
リ
ユ
ー
ス

デ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

 

２
月
12
日
（
日
）

　

 

午
前
９
時
～
同
６
時

※
な
く
な
り
次
第
終
了

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

ク
ワ
ガ
タ
の
幼
虫
を
探

そ
う

カ
モ
博
士
に
な
ろ
う

雑
誌
を
リ
ユ
ー
ス
し
ま
す

　

県
子
ど
も
芸
術
祭
典
・
人
形
劇

団
む
す
び
座
公
演
「
１
・
２
・
３
か

く･

４
か
く
○
／
だ
っ
て
だ
っ
て

の
お
ば
あ
さ
ん
」
が
開
催
さ
れ
ま

す
。・

 

〇
２
月
24
日
（
金
）

　

午
後
６
時
30
分
開
場

　

午
後
６
時
45
分
開
演

　

東
出
水
小
学
校
体
育
館

〇
２
月
25
日
（
土
）

　

午
後
６
時
開
場

　

午
後
６
時
15
分
開
演

　

し
も
ず
る
保
育
園
多
目
的
ホ
ー

　

ル

第
２
回
歴
史
講
座
を
開

催

人
形
劇
団
が
や
っ
て
来

ま
す

同時上演
１・２・３かく・４かく○

市税等の納付は、便利な口座振替で！
～口座振替はお手続き後の翌々月から開始されます～
　市税等のお支払いには、煩雑さの解消や紛失・盗難等の不安解消の
点から、口座振替をお勧めしています。
　税目等ごとに口座振替の手続きが必要であるため、詳しくはお問い
合わせください。

　本庁税務課収納管理係（☎ 63 － 4028）
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か
か
り
つ
け
医
や
か
か
り
つ
け

　

薬
局
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
症

　

状
に
会
っ
た
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

　

け
ら
れ
ま
す
。

医
療
機
関
の
時
間
外
受
診
や
休
日

受
診
は
な
る
べ
く
避
け
ま
し
ょ
う

○
急
病
等
や
む
を
得
な
い
場
合
を

　

除
き
、夜
間
や
休
日
等
を
避
け
、

　

診
療
時
間
内
の
受
診
を
心
掛
け

　

ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
来
年
度
の
自
主
学
習

グ
ル
ー
プ
の
登
録
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
新
規
登
録
団
体
と
し
て

認
定
さ
れ
る
と
、
登
録
年
度
か
ら

５
年
間
、
月
２
回
ま
で
公
民
館
使

用
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

登
録
対
象
団
体
（
次
の
全
て
に
該

当
す
る
グ
ル
ー
プ
）

○
継
続
的
に
学
習
す
る
10
人
以
上

　

の
団
体

○
塾
的
要
素
を
も
た
な
い
団
体

○
講
師
主
導
で
な
く
、
会
員
が
自

　

主
的
に
企
画
と
運
営
を
行
う
団

　

体
○
一
般
の
参
加
希
望
者
を
受
け
入

　

れ
る
開
か
れ
た
運
営
を
行
う
団

　

体

国
民
健
康
保
険
の
仕
組
み

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
医
療

機
関
等
を
安
心
し
て
受
診
で
き
る

よ
う
に
加
入
者
が
お
金
を
出
し
合

い
、
そ
の
お
金
を
医
療
費
に
充
て

て
み
ん
な
で
助
け
合
う
社
会
保
障

制
度
で
す
。

　

国
保
加
入
者
が
保
険
証
を
使
い

医
療
機
関
等
を
受
診
し
た
場
合
、

医
療
費
の
１
割
～
３
割
を
支
払

い
、
残
り
の
７
割
～
９
割
を
国
保

が
医
療
機
関
等
に
支
払
い
ま
す
。

健
　
　
　
康

健
　
　
　
康

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、県
で
は
、

30
代
・
40
代
の
男
性
を
対
象
に
し

た
「
男
の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
ま
す
。

 

２
月
25
日
（
土
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時
30
分

 

か
ご
し
ま
県
民
交
流
セ
ン
タ

　

ー
東
棟
３
階
中
研
修
室
第
２

※
駐
車
場
あ
り
（
受
講
生
無
料
）

 

無
料

※
事
前
申
し
込
み
が
必
要

定
員　
30
人
（
先
着
順
）

募
集
期
限　
２
月
11
日
（
土
）

講
師　

濱
田 

智
崇 

氏
（
京
都
橘

　

大
学
心
理
学
科
助
教
／
臨
床
心

　

理
士
）

演
題　
男
の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー

　

30
代
・
40
代
「
男
性
が
人
生
を

　

デ
ザ
イ
ン
す
る
た
め
に
」

・
　

鹿
児
島
県
男
女
共
同
参
画

　

セ
ン
タ
ー
（
か
ご
し
ま
県
民
交

　

流
セ
ン
タ
ー
内
）

　
（
☎
０
９
９

－

２
２
１

－

６
６

　

０
３
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

－

２
２

　

１

－

６
６
４
０
）

　

E-m
ail

：p-harm
ony@

pref.

　

kagoshim
a.lg.jp

※
毎
週
月
曜
日
が
休
館
日

国
保
医
療
費
の
現
状

　

本
市
の
国
保
医
療
費
は
年
々
増

加
し
て
い
て
、
国
保
特
別
会
計
の

財
政
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
ま
す
。

医
療
費
の
適
正
化
の
た
め
に

　

市
で
は
、
医
療
費
の
伸
び
を
抑

え
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
人
一
人
が

健
康
に
気
を
つ
け
て
次
の
こ
と
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

年
１
回
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

○
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

　

の
た
め
に
、
年
に
１
回
は
特
定

　

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
し

ま
し
ょ
う

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
新

　

薬
と
同
等
の
効
能
や
効
果
が
あ

　

る
国
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
医

　

薬
品
で
す
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望

　

す
る
と
き
は
、
医
師
や
薬
剤
師

　

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

同
じ
病
気
で
の
重
複
受
診
は
や
め

ま
し
ょ
う

○
同
じ
病
気
で
複
数
の
病
院
を
受

　

診
し
た
り
、
頻
繁
に
受
診
す
る

　

と
、
金
銭
的
に
も
身
体
的
に
も

　

負
担
が
増
え
ま
す
の
で
、
な
る

　

べ
く
避
け
ま
し
ょ
う
。

か
か
り
つ
け
医
、
か
か
り
つ
け
薬

局
を
持
ち
ま
し
ょ
う

○
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
、

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

に
つ
い
て

自
主
学
習
グ
ル
ー
プ
を

募
集
中

医療費の推移

2013年

2014年

2015年

医療費総額（円）

65

66

67

68

69

70

71

2013年 2014年 2015年 

億円 医療費（費用額）の推移

2015 年度の医療費は、約 70 億 5,500 万円で、前年度
と比較して約２億 4,260 万円（3.56％）増加しています。

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

男
の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
を
募
集

 

本
庁
生
涯
学
習
課
に
直
接
お

　

 

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
類
は
生
涯
学
習
課
に
あ

　

り
ま
す
。

申
請
期
限　
２
月
17
日
（
金
）

 

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　

春
休
み
に
、
日
本
全
国
か
ら
参

加
す
る
た
く
さ
ん
の
日
本
人
や
外

国
人
の
友
達
と
一
緒
に
、
暖
か
な

南
の
島
「
ヨ
ロ
ン
島
」
で
思
い
出

に
残
る
楽
し
い
体
験
を
し
ま
せ
ん

か
。

　

２
月
18
日
（
土
）
に
福
岡
市
で

説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

３
月
26
日
（
日
）
～
４
月
１

　

日
（
土
）
６
泊
７
日

 

鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

 

12
万
４
千
円

対
象
者　
小
学
２
～
６
年
生

応
募
期
限　
３
月
６
日
（
月
）

・
　（
公
財
）
国
際
青
少
年
研

　

修
協
会
（
東
京
都
品
川
区
）

　
（
☎
０
３

－

６
４
１
７

－

９
７

　

２
１
）

南
の
島
で

国
際
交
流
し
よ
う
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



　

県
で
は
、
県
営
住
宅
（
出
水
市

分
）
の
空
き
家
待
ち
順
位
登
録
を

行
い
ま
す
。
空
き
家
待
ち
順
位
登

録
と
は
、
入
居
希
望
者
の
中
で
抽

選
を
行
い
入
居
待
ち
の
順
位
を
決

め
て
登
録
し
て
、
空
き
家
が
発
生

し
た
時
に
そ
の
順
位
に
従
い
入
居

案
内
さ
れ
る
方
法
で
す
。

対
象
住
宅　
千
本
付
団
地
、
ラ
ガ

　

ー
ル
出
水
団
地
、西
之
口
団
地
、

　

鶴
亀
タ
ウ
ン
団
地
、
ウ
ッ
ド
タ

　

ウ
ン
団
地

申
込
書
の
配
布
・
受
付

　

２
月
１
日（
水
）～
同
27
日（
月
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
土
・
日
、
祝
日
を
除
く

・

 （
抽
選
）

　

３
月
９
日
（
木
）
午
後
２
時

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
出
水
庁
舎

　

４
階
会
議
室

※
詳
し
く
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

　

も
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

・
　

県
営
住
宅
指
定
管
理
者
株

　

式
会
社
オ
ー
リ
ッ
ク
不
動
産
出

　

水
支
所
（
県
出
水
庁
舎
１
階
）

　
（
☎
�
７
０
５
６
）

　

熊
本
国
税
局
で
は
１
月
18
日
か

ら
３
月
15
日
ま
で
の
期
間
、｢

確

定
申
告
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー｣

を

開
設
し
て
、
所
得
税
お
よ
び
復
興

特
別
所
得
税
、
消
費
税
お
よ
び
地

方
消
費
税
、
贈
与
税
の
確
定
申
告

に
関
す
る
ご
相
談
等
に
電
話
で
お

答
え
し
ま
す
。

　

利
用
す
る
方
は
、
最
寄
り
の
税

務
署
の
代
表
電
話
に
電
話
し
て
、

自
動
音
声
案
内
に
対
し
て｢

０｣

番
を
選
択
し
た
後
、
用
件
を
お
話

し
く
だ
さ
い
。

　

申
告
会
場
や
受
付
時
間
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
に
は
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

　

市
と
鹿
児
島
い
ず
み
農
業
協
同

組
合
で
は
、
農
業
で
自
立
を
目
指

す
新
規
就
農
希
望
者
を
受
け
入
れ

て
、
農
業
技
術
や
経
営
手
法
等
に

つ
い
て
の
研
修
を
行
い
、
農
業
の

担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
た
め
、

研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

研
修
条
件

　

市
内
居
住
の
離
職
ま
た
は
離
職

　

予
定
の
者
で
、
農
業
経
営
に
意

　

欲
の
あ
る
新
規
就
農
希
望
者
で
、

　

研
修
終
了
後
も
引
き
続
き
市
内

　

に
居
住
し
就
農
で
き
る
者

年
齢
条
件　
50
歳
未
満
の
方

研
修
期
間　
１
年
以
内
（
８
月
～

　

２
０
１
８
年
７
月
）（
予
定
）

研
修
場
所　
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー
お

　

よ
び
生
産
農
家
等
（
施
設
・
圃

　

場
等
）

研
修
作
物　
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
中
心

　

と
し
た
ハ
ウ
ス
品
目
と
露
地
野

　

菜
品
目
を
組
み
合
わ
せ
た
栽
培

　

研
修
や
育
苗
研
修
な
ど

募
集
人
員　
２
人
以
内

募
集
期
限　
４
月
14
日
（
金
）

※
申
込
書
必
着

申
込
書
設
置
場
所　
鹿
児
島
い
ず

　

み
農
協
本
所
園
芸
農
産
指
導
課

研
修
助
成
金　
１
人
当
た
り
月
額

　

15
万
円
助
成
（
予
定
）

※
研
修
終
了
後
５
年
間
は
就
農
す

　

る
こ
と
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま

　

す
。

※
本
研
修
は
「
雇
用
」
で
は
あ
り

　

ま
せ
ん
。　

研
修
生
の
決
定　
志
望
の
動
機
お

　

よ
び
将
来
の
計
画
等
を
提
出
し

　

て
い
た
だ
き
、
面
接
の
上
決
定

　

し
ま
す
。

そ
の
他　
農
業
経
営
を
開
始
す
る

　

た
め
に
は
手
持
ち
資
金
が
必
要

　

で
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

　

さ
い
。

・
　

鹿
児
島
い
ず
み
農
協
本
所

　

園
芸
農
産
指
導
課　
（
☎
�
２

　

６
３
０
（
内
線
２
４
２
））

新
規
就
農
希
望
者
（
研

修
生
）
を
募
集

が
お
答
え
す
る
ほ
か
、
問
い
合
わ

せ
の
内
容
等
に
よ
り
職
員
等
が
お

答
え
し
ま
す
。

　

な
お
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
場
合
や

少
々
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署

　
（
☎
�
０
２
０
０
）

※
自
動
音
声
案
内

確
定
申
告
の
ご
相
談
は
、

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
へ

県
営
住
宅
空
き
待
ち
順
位

登
録

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

今
月
の
環
境
標
語
～
２
０
１
６
年
度
環
境
標
語
作
品
展
よ
り
～

リ
サ
イ
ク
ル　

何
回
も
使
え
る　

し
げ
ん
だ
よ

東
出
水
小
学
校 

４
年　

松
元 

強
志

ゴ
ミ
分
別　

優
し
い
未
来　

見
え
て
く
る

出
水
中
学
校 

１
年　

岩
下 

菜
々

（
注
）
学
校
名
・
学
年
は
入
賞
時
現
在

13 12広報いずみ2017（平成29年）２月 広報いずみ2017（平成29年）２月



 

出
水
税
務
署
（
出
水
市
昭
和

　

町
22
番
13
号
）

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
、
混

　

雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
な

　

る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利

　

用
く
だ
さ
い
。

※
申
告
期
限
間
際
に
な
り
ま
す
と

　

申
告
会
場
が
混
み
合
い
ま
す
の

　

で
、
早
め
の
申
告
に
ご
協
力
く

　

だ
さ
い
。

 

出
水
税
務
署
（
☎
�
０
２
０

　

０
）
※
自
動
音
声
案
内

　

子
育
て
に
は
、
悩
み
や

心
配
事
が
つ
き
も
の
で

す
。

　

子
供
に
関
わ
る
全
て
の

人
が
、
子
供
た
ち
の
気
持

ち
に
配
慮
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

今
回
、
子
供
の
気
持
ち

や
行
動
を
理
解
し
、
子
供

の
育
ち
と
子
育
て
の
支
え

方
を
一
緒
に
考
え
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

 

３
月
２
日
（
木
）

　

午
後
１
時
45
分
～
同
４

　

時

子
　
育
　
て

子
　
育
　
て

　

税
務
署
に
よ
る
確
定
申
告
相
談

会
が
次
の
と
お
り
開
設
さ
れ
ま

す
。

　

申
告
書
は
、
会
場
内
で
作
成
・

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

税
務
署
に
よ
る
確
定
申

告
の
申
告
相
談
会
が
開

催
さ
れ
ま
す

 

高
尾
野
農
業
者
健
康
管
理
セ

　

ン
タ
ー

 

無
料
（
託
児
有
り
）

※
託
児
希
望
の
方
は
、
事
前
に
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

講
師　
浦
村 

一
秀 

氏
（
脇
本
病
院

　

精
神
科
勤
務
。
宮
崎
市
総
合
発

　

達
支
援
セ
ン
タ
ー「
お
お
ぞ
ら
」

　

非
常
勤
医
師
。

演
題
「
子
ど
も
の
こ
こ
ろ
を
理
解

　

す
る
」
～
発
達
が
気
に
な
る
子

　

ど
も
と
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
の

　

た
め
に
～
（
約
１
時
間
）

講
師　

古
賀 

一
輝 

氏
（
有
限
会

　

社 

リ
ハ
シ
ッ
プ
あ
い
発
達
支

　

援
ル
ー
ム
こ
こ
す
て
っ
ぷ
西
出

川
かわばた

畑　健
け ん じ

治さん（69）
出水市の好きなところは？
　都会にはない自然豊かな景色・
食材・環境等。周りの人たちの
親切で優しい気持ちが最高！
出水市に望むことは？
　医療・介護サービスの充実。

（待機要介護者などへ配慮を）
　企業誘致・事業育成など若
い世代の人たちに安心で安定
した生活ができるような市政
を望んでいます！

岩
いわさき

﨑 千
ち ず こ

鶴子さん（68）
出水市の好きなところは？
　海・山・川に囲まれた自然
豊かな住みやすい環境
出水市に望むことは？
　東光山公園を、出水駅・バ
スターミナルからの交通手段を
使い、大人も子供も一日中遊
べるような設備に。また、食
事処・土産品店等、全天候型
の施設を大々的に整備し、観
光の目玉として取り組んで！

子
育
て
に
つ
い
て

の
講
演
会
を
開
催

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
作
成
し

て
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
送
信
す
る
こ

と
や
印
刷
し
て
郵
送
等
に
よ
り
提

出
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
務
署
に
よ
る
申
告
相
談
会
場

 

（
期
間
）

　

２
月
16
日
（
木
）
～
３
月
15
日

　
（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
土
曜
・
日
曜
日
を
除
く
。

２月は猫の適正飼養推進月間

飼い猫に子供が生まれたら、その先の子供たちに責任はとれるでしょ
うか。１匹のメス猫から子供が生まれ、１年後は合計 20 匹以上にな
ることもあります。不妊・去勢をすることは、病気の予防やストレ
スの軽減、マーキング行為の減少というメリットもあります。

交通事故や猫同士のケンカ、感染症などから守るためにも、室内
で飼育しましょう。また、ふん尿や鳴き声、ゴミを荒らすなど、
周囲の方へ配慮することも飼い主の責任です。周りに迷惑をかけ
てしまうと、猫嫌いな人も増え、猫のためにもなりません。

飼い猫だと分かるように、所有者を明示しましょう。
開いたドアや窓の隙間から脱走したり、突然の災害で行方不明になる
ことも考えられます。名前や連絡先を書いた迷子札を首輪につけたり、
マイクロチップを施すことで、飼い主の元に戻ることができます。

　

水
管
理
者
。
作
業
療
法
士
。

演
題
「
社
会
の
変
化
を
意
識
し
た

　

子
育
て
が
大
切
な
時
代
」
～
発

　

達
の
つ
ま
ず
き
の
原
因
を
知
る

　

こ
と
か
ら
～
（
約
１
時
間
）

 

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係（
保

　

健
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

 県保健福祉部生活衛生課（☎ 099 － 286 － 2788）
　 出水保健所（☎ 62 － 1636）
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家
庭
ご
み
の
う
ち
約
４
割
は
生

ご
み
で
、
水
分
が
多
く
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
水
分
を
多
く
含
ん
だ
生

ご
み
を
焼
却
す
る
に
は
相
当
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

各
家
庭
で
生
ご
み
の
自
家
処
理

や
ひ
と
し
ぼ
り
の
水
切
り
を
す
る

こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

等
を
設
置
（
購
入
）
さ
れ
た
方
に

報
償
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
生
活
環
境
課
生
活
環
境

　

係
（
☎
�
４
０
４
２
）

スクミリンゴガイ（ジャンボタニシの生態）
　スクミリンゴガイ（通称ジャンボタニシ）は
４月から９月にかけて活動し、田植え後の柔ら
かい稲の苗を好んで食べます。乾燥に強く、水
が少なくなるとフタを閉めて水分の損失を防ぎ
半年以上生き延びることができます。
　一方、寒さに弱く、冬期は土に５cm 程度潜
るので、数回耕起してタニシを寒さにさらすこ
とで防除することができます。また、石灰窒素

（20kg/10a）散布後の耕起がより効果的です。
　耕種的防除と薬品散布による防除の方法は、
春ごろにお知らせします。

　

会
社
や
個
人
で
工

場
・
商
店
等
を
経
営
さ

れ
て
い
る
方
や
農
業
・

漁
業
を
さ
れ
て
い
る
方

ま
た
は
賃
借
業
を
さ
れ

て
い
る
方
な
ど
は
、
償

却
資
産
の
申
告
が
必
要

で
す
。

※
償
却
資
産
と
は
、
そ

の
事
業
の
た
め
に
所
有

し
て
い
る
土
地
・
家
屋

以
外
の
事
業
用
資
産

（
構
築
物
、
機
械
お
よ

び
装
置
、
船
舶
、
車
両

お
よ
び
運
搬
具
、工
具
、

器
具
お
よ
び
備
品
）
の

　

市
で
は
、
確
定
申
告
等
用
の
国

民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
納
付

確
認
書
を
本
人
の
申
請
に
応
じ
て

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

納
付
確
認
書
は
、
市
税
等
に
係

る
個
人
情
報
で
す
の
で
、
申
請
の

際
に
は
他
の
税
証
明
等
と
同
様

に
、
本
人
確
認
書
類
等
（
代
理
申

請
の
場
合
は
合
わ
せ
て
委
任
状
）

が
必
要
で
す
。

本
人
確
認
書
類

○
窓
口
に
申
請
に
来
ら
れ
る
方
の

　

免
許
証
等

○
代
理
申
請
の
場
合
の
委
任
状

※
配
偶
者
ま
た
は
住
民
票
同
一
世

　

帯
の
方
は
不
要
で
す
。

※
市
で
準
備
し
て
い
る
委
任
状
に

　

保
険
料
納
付
者
に
よ
る
必
要
事

　

項
の
記
載
・
押
印
を
お
願
い
し

　

ま
す
。（
委
任
が
確
認
で
き
れ

　

ば
、
任
意
様
式
で
も
可
）

 

本
庁
税
務
課
課
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
１
）

償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の
申

告
は
お
済
み
で
す
か
？ 

介
護
保
険
料
等
の
納
付

確
認
書
の
申
請
・
発
行

生
ご
み
の
減
量
を
お
願

い
し
ま
す

　

冬
の
冷
え
込
み
が
厳
し
い
場

合
、
メ
ー
タ
ー
や
蛇
口
、
水
道
管

な
ど
が
凍
っ
て
し
ま
い
破
損
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

凍
結
防
止
対
策

○
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
板
な
ど

　

を
載
せ
る
。
ボ
ッ
ク
ス
内
に
布

　

な
ど
を
入
れ
る
。

○
蛇
口
や
露
出
し
た
水
道
管
に
保

　

温
材
や
布
な
ど
を
巻
い
て
保
護

　

す
る
。

　

水
道
施
設
が
凍
っ
て
水
が
出
な

い
場
合
は
、
凍
っ
た
部
分
を
タ
オ

ル
な
ど
で
包
み
、
そ
の
上
か
ら

ゆ
っ
く
り
と
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

※
直
接
、
熱
湯
を
か
け
る
と
管
が

　

破
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
も
し
管
な
ど
が
破
損
し
た
場
合

　

は
、
水
道
課
か
市
指
定
給
水
工

　

事
店
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

 

本
庁
水
道
課
業
務
係

　
（
☎
�
２
１
０
２
）

水
道
施
設
の
凍
結
防
止

対
策
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

対象品目 対象経費 報償金
の額等 上限

電動生ごみ
処理機 設置（購入）

に 要 す る
経費

経費の
２分の
１の額

25,000 円

生ごみ処理器 3,000 円
水切り容器 2,000 円

生ごみを
出すときちょっと、
ひとしぼり！ご協力を！

償
却
資
産
の
申
告
に
つ

い
て

こ
と
で
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
の

状
況
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　

償
却
資
産
の
申
告
期
限
は
、
１

月
31
日
（
火
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

申
告
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者
は
、

早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
告
書
提
出
先

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係
ま

　

た
は
各
支
所
総
合
市
民
課
総
務

　

・
税
グ
ル
ー
プ

・
　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税

　

係
（
☎
�
４
０
３
２
）

　

石
綿
が
原
因
で
、
中
皮
腫
や
肺

が
ん
な
ど
を
発
症
し
た
こ
と
が
認

め
ら
れ
た
場
合
、
労
災
保
険
給
付

金
や
特
別
遺
族
給
付
金
な
ど
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を

吸
っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を

経
て
発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特

徴
で
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
過

去
に
石
綿
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い

た
場
合
は
、
労
災
保
険
給
付
等
の

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る

か
、
鹿
児
島
県
労
働
局
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

 

鹿
児
島
県
労
働
局
（
☎
０
９

　

９

－

２
２
３

－

８
２
８
０
）

石
綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
に
よ

る
疾
病
の
補
償
・
救
済
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市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

「
産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開

催
し
ま
す
。

 

２
月
12
日
（
日
）

　

 

午
前
10
時
～
正
午

 

市
役
所
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル

内
容　
地
方
創
生
の
事
業
と
し
て

実
施
し
て
き
た

需
要
拡
大
支
援

産
業
振
興
フ
ォ
ー
ラ
ム

事
業
や
商
店
街
活
性
化
事
業
の
取

り
組
み
の
発
表
、
意
見
交
換
等

対
象
者　
市
内
で
事
業
を
営
む
方

　

な
ど
（
先
着
70
人
）

・
　

本
庁
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
課

　

 

産
業
支
援
係
（
☎
�
４
０
４
０
）

　

ツ
ル
の
越
冬
地
で
あ
る
本
市
の

干
拓
地
で
は
、
一
部
が
保
護
区
と

な
り
、
人
の
立
ち
入
り
が
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
国
で
は
、
将
来
的

に
干
拓
地
全
体
へ
の
立
入
規
制
が

検
討
さ
れ
て
い
て
、
今
回
、
立
入

規
制
の
社
会
実
験
が
行
わ
れ
ま

す
。（
左
ポ
ス
タ
ー
参
照
）

　

社
会
実
験
が
行
わ
れ
る
２
日
間

は
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
い
ず
み
農
協
に

臨
時
駐
車
場
が
設
け
ら
れ
、
無
料

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

九
州
地
方
環
境
事
務
所
出
水

　

 

自
然
保
護
官
事
務
所

　

 

（
☎
�
８
９
７
７
）

立
入
規
制
の
社
会
実
験

を
行
い
ま
す

東干拓

西干拓

2月18日（土）・19日（日）
9:00 -16:30

ツル観察センター
駐車場は

利用できません

ツル越冬地での安全 ・円滑な交通や、鳥
インフルエンザのリスク管理の強化、新し
い鶴観光のあり方などの調査のため試験
的に行うものです。ご不便をおかけしま
すが、臨時駐車場の利用とシャトルバスで
の移動へご理解・ご協力をお願いします。
※お体が不自由な方が乗車されている車やタクシー、
ツアーバスなど一部の車両はのぞきます。

● 駐車場内では、係員の誘導に従ってください。
● ツル観察センター 2階からは、天然記念物に指定され
ている越冬地を見渡せます。展示物やボランティアガイ
ドによる説明もあります。（入場料210円）。

九州地方環境事務所出水自然保護官事務所
Tel.0996-63-8977　出水市文化町1000 クレインパークいずみ内

臨時駐車場 ツル観察センター
約10分

無料シャトルバス　30分間隔で運行

臨時駐車場から無料シャトルバスをご利用ください

越冬地での社会実験のため

越冬地ガイドツアー
現地に精通したガイドとツルが過ごす干拓地内を巡る企画バスを運行します。
（1時間1便、所要時間40分程度、ツル観察センター発着、先着順、無料）

八代海

越冬地の干拓地

ツル観察センター
3

文

〒

367 スーパーヨシダ
荘記念病院

臨時駐車場
374

古浜入口荘記念病院　

駐車場入口

高尾野川

スズキ

臨時駐車場
鹿児島いずみ農業協同組合
高尾野町下水流890

コスモ石油

3
ツル観察センターから
約3km

宮
みやたけ

武　昭
あきひと

仁さん（42）
出水市の好きなところは？
　生まれ育った故郷ですの
で、全て好きです。
出水市に望むことは？
　若者や親子が気軽に集え
る大型施設のオープンや、子
供たちが将来安心して生活
できる、市・町づくりを。
ひと言　仕事や家庭はもち
ろん、バンド活動も頑張りま
す！

丸
まるづる

鶴　聖
せ い こ

子さん（29）

出水市の好きなところは？
　人が温かいところ。
　自然が豊かなところ。

出水市に望むことは？
　子供からお年寄りの方ま
で楽しめる、複合商業施設を
つくってほしい。

○防災行政無線による時報（ミュージック
　チャイム）を一部変更しました

放送時刻 出水地域 高尾野地域 野田地域

午前６時 牧場の朝

午前 10 時
チャイム 

（ウェストミン
スターの鐘）

正午 エーデル
　ワイス

エーデル
　ワイス

エーデル
　ワイス

午後３時
チャイム 

（ウェストミン
スターの鐘）

午後５時 夕焼け
　小焼け 夕焼け小焼け 夕焼け

　小焼け
防災行政無線のデジタル化に伴い、時報で放送してい
る音楽が本年１月中頃から変わっていますのでお知ら
せします。（下線が変更になったところです。）

 本庁安全安心推進課（☎ 62 － 0203）

ツル観察センターは
開館しています！
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政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
本
部
で
、
青
色
申
告
を

行
っ
て
い
る
農
業
者
を
対
象
と
し

た
収
入
保
険
制
度
の
導
入
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

青
色
申
告
は
、
自
分
の
経
営
を

客
観
的
に
つ
か
む
た
め
の
重
要
な

方
法
で
す
。
ま
た
、
税
制
上
の
メ

リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
早
速

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

 

九
州
農
政
局
鹿
児
島
県
拠
点

　

地
方
参
事
官
室
（
☎
０
９
９

－
　

２
２
２

－

５
８
４
０
）

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
制
度

　

空
き
家
は
大
切
な
財
産
で
す
。

価
値
が
あ
る
う
ち
に
貸
し
た
り
、

売
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
？

　

空
き
家
バ
ン
ク
登
録
制
度
は
、

公
営
で
す
か
ら
安
心
で
信
頼
性
も

高
く
、
全
国
ネ
ッ
ト
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

※
市
内
の
宅
地
建
物
取
引
業
者
が
、

　
「
家
賃
・
売
買
額
の
査
定
」「
リ

　

フ
ォ
ー
ム
の
仕
方
」「
相
手
と

　

の
契
約
」
な
ど
を
全
面
サ
ポ
ー

　

ト
す
る
の
で
安
心
で
す
。

特
定
空
家
等
除
却
事
業
補

助
金

　
「
特
定
空
家
等
」
と
認
定
を
受

け
た
危
険
空
家
等
を
市
の
求
め
に

応
じ
て
除
却
・
解
体
す
る
所
有
者

等
に
対
し
て
は
、
経
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

※
法
律
に
基
づ
き
市
が
通
知
を
行

　

っ
た
空
き
家
が
該
当
し
ま
す
。

※
市
内
業
者
が
施
工
し
た
場
合
に

　

限
り
ま
す
。

補
助
率　
事
業
費
の
３
分
の
１

補
助
金
額　
30
万
円
以
内

　

市
で
は
、
空
き
家
の
管
理
や
活

用
に
悩
ん
で
い
る
所
有
者
や
、
空

き
家
を
探
し
て
い
る
人
、
空
き
家

の
所
在
地
の
周
辺
住
民
等
か
ら
の

「
空
き
家
」
に
関
す
る
相
談
を
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
受
け
付
け
る
窓
口

と
し
て
「
空
き
家
相
談
窓
口
」
を

住
宅
政
策
課
に
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

お
受
け
し
た
相
談
内
容
に
応
じ

て
関
係
す
る
担
当
部
署
と
密
接
に

連
携
し
て
対
応
し
ま
す
。

　

空
き
家
の
管
理
は
、
所
有
者
や

管
理
者
の
責
任
で
す
。
空
き
家
を

管
理
せ
ず
放
置
し
た
結
果
、
事
故

が
発
生
し
、
他
人
に
損
害
を
与
え

た
場
合
は
、
空
き
家
の
所
有
者
が

責
任
を
負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

空
き
家
は
、
所
有
者
の
財
産
で
す

の
で
、
責
任
を
も
っ
て
適
正
な
管

理
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

本
庁
住
宅
政
策
課
住
宅
政
策

　

 

係
（
☎
�
４
１
２
７
）

空
き
家
に
関
す
る
制
度

を
利
用
し
ま
せ
ん
か

空
き
家
で
お
困
り
の
方

は
ご
相
談
く
だ
さ
い

農
業
者
の
皆
さ
ん
青
色

申
告
を
始
め
ま
し
ょ
う

　新たに青色申告を始
めるためには、個人の
場合本年３月 15 日ま
でに、最寄りの税務署
に「青色申告承認申請
書」を提出する必要が
あります。

空き家に関するリフォーム補助金
項目／タイプ 他人に貸す・売るなら 本人や身内が住むなら ＵＪＩターン者なら

補助事業名 空き家情報バンク登録
物件改修事業補助金

木造住宅新築等建築工事促進
事業補助金 定住促進事業補助金

対象者
空き家バンクの物件登録
者又は利用登録者（利用
登録者は物件登録者の３
親等以内の親族でない者）

2016 年４月１日以前から引
き続き本市の住民基本台帳に
記録されている対象住宅の所
有者

2016 年 4 月 1 日から 2019
年 3 月 31 日までの間に定
住のため転入し、自治会に
加入した者

対象事業

≪リフォーム≫
市内業者が行う 20 万円以
上の増改築工事
≪家財処分・清掃≫
市内業者が行う５万円以
上の家財処分・清掃

≪リフォーム≫
市内業者が行う 20 万円以上
の増改築工事
≪住宅緑化≫
市内業者が行う緑化工事

≪リフォーム≫
自らが所有する住宅の増改
築で、20 万円以上の工事

補助率および補
助金額

≪リフォーム≫
事業費の 15％以内で 15
万円以内
≪家財処分・清掃≫
事業費の 20％以内で５万
円以内

≪リフォーム≫
事業費の 15％以内で 15 万円
以内
≪住宅緑化≫
事業費の 15％以内で 15 万円
以内

≪リフォーム≫
事業費の 15％以内で 15 万
円以内
※新築や中古住宅の取得に
　も補助制度があります

隣の空き家で
困っている

維持管理が
できない…
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「
乳
が
ん
」
他
人
事
だ
と
思

っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
乳
が
ん
は
誰
で
も
か
か
る
可
能

性
が
あ
る
病
気
で
す
。
女
性
の
が

ん
の
中
で
は
、
２
０
０
２
年
か
ら

は
罹り
か
ん患
率
１
位
と
な
り
そ
の
後
も

年
々
増
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
の
統
計
で
は
、
日

本
人
女
性
の
12
人
に
１
人
が
乳
が

ん
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
30
歳
代

か
ら
罹
患
率
が
急
激
に
増
え
始

め
、
40
歳
代
後
半
か
ら
60
歳
代
ま

で
の
女
性
に
多
く
見
つ
か
り
ま
す
。

乳
が
ん
の
検
査

　

乳
が
ん
検
査
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に

広
く
用
い
ら
れ
る
の
は
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
検
査
で
す
。
乳
が
ん
検
診

で
早
期
発
見
に
欠
か
せ
な
い
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
で
は
「
乳
腺
濃
度
」

に
よ
っ
て
画
像
の
写
り
方
が
異
な

り
ま
す
。

乳
腺
濃
度
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

乳
腺
組
織
が
乳
房
内
に
ど
れ
だ

け
存
在
す
る
か
、
そ
の
割
合
を
乳

腺
濃
度
と
言
い
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
で
は
乳
腺
濃
度
に
よ
っ
て
画

像
の
写
り
方
が
異
な
り
ま
す
。
乳

腺
濃
度
は
、
年
齢
、
妊
娠
、
授

乳
、
閉
経
な
ど
の
要
因
で
変
化
し

ま
す
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
は
、
乳
腺

組
織
や
乳
が
ん
は
白
く
写
る
た

め
、
乳
腺
濃
度
の
高
い
（
白
っ
ぽ

い
）
乳
房
の
場
合
は
乳
が
ん
を
見

つ
け
る
の
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

乳
腺
濃
度
は
人
に
よ
っ
て
異
な

る
た
め
、「
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
に
よ
る

乳
が
ん
の
見
つ
け
や
す
さ
」
に
も

個
人
差
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
乳

腺
濃
度
の
高
い
女

性
の
診
断
に
は
超

音
波
検
査
が
有
効

で
す
。

始
め
よ
う
！
月
に

一
度
の
自
己
検
診

　

乳
が
ん
の
特
徴

は
、
自
分
で
触
っ

て
見
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。
乳
が

ん
患
者
さ
ん
の
約

半
数
が
自
分
で
乳

房
の
異
変
を
見
つ

け
て
い
ま
す
。
生

理
前
後
を
避
け
た

1２４

お
っ
ぱ
い
の
柔
ら
か
い
時
期
に
合

わ
せ
て
月
に
一
度
の
自
己
検
診
を

始
め
ま
し
ょ
う
。

　

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
で
は
見
付
け

に
く
い
乳
が
ん
を
見
逃
さ
な
い
た

め
に
は
、
自
己
検
診
が
と
て
も
大

切
で
す
。「
何
か
変
」
と
感
じ
た

ら
、
専
門
の
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
対
象
者
の
方

に
検
診
一
括
申
込
書
を
配
布
し
て

い
ま
す
。
年
に
一
度
の
乳
が
ん
検

診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

 

健
康
増
進
課
健
康
増
進
係

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
（
☎
�
２
１
４
８
）

　

園
芸
用
の
け
し
の
仲
間
の
ポ

ピ
ー
な
ど
は
、
３
月
下
旬
か
ら
５

月
に
か
け
て
、
色
鮮
や
か
で
美
し

い
花
を
咲
か
せ
る
も
の
が
多
く
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
切
り
花
用
と
し

て
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
け
し
の
仲
間
に
は
、

法
律
で
栽
培
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

け
し
は
、
外
観
の
特
徴
か
ら
園
芸

用
の
け
し
と
区
別
で
き
ま
す
。
以

前
か
ら
、
出
水
保
健
所
管
内
に
は

不
正
け
し
が
多
数
自
生
し
て
い

て
、そ
の
多
く
は
ア
ツ
ミ
ゲ
シ（
セ

テ
ィ
ゲ
ル
ム
種
）
で
す
。

　

昨
年
の
出
水
保
健
所
管
内
の
抜

去
本
数
は
２
万
２
９
５
２
本
と
県

内
の
総
抜
去
本
数
の
90
㌫
以
上
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

植
え
て
は
い
け
な
い
け
し
の
特

徴
を
知
り
、
見
か
け
た
と
き
は
抜

か
ず
に
出
水
保
健
所
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

ア
ツ
ミ
ゲ
シ
の
主
な
特
徴

○
花
び
ら
は
４
枚
で
、
色
は
薄
紫

　
（
先
端
は
白
に
近
い
）

○
開
花
期
の
草
丈
は
50
～
１
０
０

　

セ
ン
チ
㍍

○
葉
は
互
い
違
い
に
茎
に
つ
き
、

　

葉
の
付
け
根
で
茎
を
巻
き
込
む

植
え
て
は
い
け
な
い

「
け
し
」

　

よ
う
な
形
で
つ
い
て
い
る

○
つ
ぼ
み
は
下
向
き
で
、
開
花
時

　

に
は
上
を
向
き
、
花
が
散
っ
て

　

も
上
向
き

 

出
水
保
健
所
衛
生
係

（
☎
�
１
６
３
６
（
内
線
２
１
０
））

  2012 年　　   2014 年　 　　2016 年
　　　 2013 年　　　 2015 年管内に自生していたケシ

 
                 

  

    

見てチェック！さわってチェック！

鏡の前で両手を上げ下げして 

角度を変えて見てみましょう。 

□左右の乳房の形に変化はありませんか。 

 
□乳頭がへこんだり、ただれたりしていませんか。 
□乳房にえくぼやひきつれはありませんか。 
□乳房にしこりはありませんか。（わきの下・鎖骨の下まで確認） 
□乳頭を軽くつまむと血液の混じった分泌物がでませんか。しこりはありませんか。 
□「何か変」と感じたら乳腺（外）科など専門の医療機関を受診しましょう。 
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※記号　 …日時　 …場所　 …料金　 …申し込み　 …問い合わせ先



 
 

   
 
 
 
 

 ◎「おはなし玉手箱」２３自治会等に申し込んでいただきました！ 

ボランティアグループと読書推進課が出掛けて行き、地域の公民館などで読み聞かせやブラック

シアター、ときにはゲームなどで楽しい時間を過ごす「おはなし玉手箱」に 23 自治会等から申し込

みをいただき、12 月末で 20 の会場で実施（１カ所台風のため中止）しました。 

★ 2016 年度に申し込みいただいた自治会等 

自治会等 開催日 ボランティア 自治会等 開催日 ボランティア 

蕨島いきいきサロン 4 月 12 日 虹色のゆめ ラガール出水団地 8 月 28 日 紙ふうせん 

新蔵上 5 月 21 日 紙ふうせん 東水流 9 月 4 日 台風のため中止 

蕨島 5 月 21 日 そらいろのたね 今釜中 10 月 22 日 紙ふうせん 

諏訪馬場 6 月 11 日 紙ふうせん 沖田 11 月 6 日 そらいろのたね 

横尾 6 月 12 日 虹色のゆめ 表郷東 11 月 19 日 虹色のゆめ 

上村東 6 月 18 日 そらいろのたね 石坂（出水） 12 月 4 日 そらいろのたね 

野添 6 月 18 日 紙ふうせん 山崎 12 月 10 日 虹色のゆめ 

ウッドタウン 6 月 19 日 虹色のゆめ 帆木ノ上 12 月 17 日 紙ふうせん 

西福ノ江 6 月 25 日 そらいろのたね 西下り松 12 月 25 日 虹色のゆめ 

西町 7 月 30 日 虹色のゆめ 竪馬場 2 月 18 日 そらいろのたね 

出水養護育成会 7 月 31 日 紙ふうせん 平和団地 2 月 18 日 紙ふうせん 

石坂（高尾野） 8 月 27 日 そらいろのたね ― ― ― 

 

※ 2017 年度の募集は、４月１日からです。子ども会や老人会などの計画に取り入れていただ

ければ、また、楽しい本との出会いが生まれることと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動図書館車を駐車することが

できるところでは、臨時開館す

ることもできますので、申し込

みの際にご相談ください。 
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読書活動に関する問い合わせ先

      読書推進課
☎ 63‒4121

第３土曜日は「市民読書の日」
読書活動推進ホームページ「よんみゃんせ」

http://www.city.izumi.kagoshima.jp/reading/index.html



≪幼児・小学生≫

●「おとのさま、スキーにいく｣� 中川　ひろたか　作
●「うみのとしょかん」� 葦原　かも　作
●「こけしがこけて」� 新井　洋行　作・絵
●「クマですが、イヌです」� ダイアン・フォックス＆クリスチャン・フォックス　作
●「ジョージと秘密のメリッサ」� アレックス・ジーノ　作
●「おかしなこともあるもんだ」� いしい　ひろし　作・絵
●「なつみはなんにでもなれる」� ヨシタケ　シンスケ　作・絵
●「だるまちゃんとにおうちゃん」� 加古　里子　作・絵
●「スーパートラック」� スティーヴン・サヴェッジ　作
●「じいちゃんの鉄工所」� 田丸　雅智　作

≪中学生・高校生≫

●「紅のトキの空」� ジル・ルイス　作
●「きみのためにはだれも泣かない」� 梨屋　アリエ　著
●「HM（ホームメイキング）同好会」� 藤野　千夜　作

≪一般≫

●「ハリネズミ乙女、はじめての恋」� 令丈　ヒロ子　著
●「かぐや姫はいやな女」� 椎名　誠　著
●「捨てきらなくてもいいじゃない？」� 岸本　葉子　著
●「鼠、嘘つきは役人の始まり｣� 赤川　次郎　著
●「屋根をかける人｣� 門井　慶喜　著
●「カズサビーチ」� 山本　一力　著
●「さまよえる古道具屋の物語｣� 柴田　よしき　著
●「走狗（ソウク）」� 伊東　潤　著
●「砂漠の影絵｣� 石井　光太　著
●「満潮」� 朝倉　かすみ　著
●「花咲小路三丁目のナイト」� 小路　幸也　著
●「電王」� 高嶋　哲夫　著
●「制裁女｣� 新堂　冬樹　著
●「夜明けまで眠らない」� 大沢　在昌　著
●「蝮の孫」� 天野　純希　著

図書館名
（電話番号） 開館時間 ２月の休館日

中央図書館
（☎ 63 ｰ 2105）

平日
午前９時～午後８時
土曜・日曜日、祝日
午前９時～午後６時

20日

高尾野図書館
（☎ 82 ｰ 5452）

午前９時～午後６時

１月31日〜２月３日
（蔵書点検のため）

17日
野田図書館

（☎ 84 ｰ 3100）
14日〜17日
（蔵書点検のため）

平成 29年２月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

２月

第１・３
火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20

７日
21日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：50～15：10
鹿島自治公民館 15：20～15：40

第１・３
水曜日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
１日
15日

尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
菅原神社（荘上・荘下） 14：10～14：30
ウッドタウン自治公民館 14：45～15：05

第１・３
木曜日

太田原住宅 10：30〜10：50

２日
16日

上場集落 13：45〜14：05
宮之元集落 14：25〜14：45
原（農業者トレーニングセンター） 14：55〜15：15
不動野集落 15：25〜15：45

第２・４
木曜日

内野々下自治公民館 10：00〜10：20
９日
23日

受口自治公民館 10：40〜11：00
屋地自治公民館 14：10〜14：30
熊野神社前 14：40〜15：00

第２・４
金曜日

鶴亀タウン 9：40〜10：00

10日
24日

元町自治公民館 10：15〜10：35
今釜西自治公民館 10：50〜11：10
鶴水園 14：10〜14：40
加紫久利住宅広場 14：55〜15：15
米ノ津駅前広場 15：25〜15：45

２月のおはなし会・親子読書会

中 央 図 書 館 おはなしのへや
（毎週水曜日）

１、８、15、22日
午後４時〜

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

６、13、20、27日
午後４時〜

親子読書教室 
「すくすく」

14日（火）、28日（火）
午前10時30分〜

野 田 図 書 館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

２、９、23日
午後４時〜

だっこでギュッ ２日（木）
午前10時30分〜

夜のおなはし会 23日（木）
午後７時〜

蔵書点検による休館のお知らせ

貸出冊数無制限実施中！

　高尾野図書館と野田図書館では蔵書（図書資料）整
理・点検の為、次のとおり休館します。

高尾野図書館：１月 31日（火）～２月３日（金）
野田図書館：２月 14日（火）～同 17日（金）

　皆さまには大変ご迷惑をおかけしますが、図書館の
大切な仕事の一つですので、ご理解くださいますよう
お願いします。

　図書館では２月２８日（火）まで貸出冊数は無制限に、
貸出期間は３週間となっています。
　皆さまのご来館をお待ちしております。

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

http://www.izumi-library.jp/
出水市立図書館　トップページ 検 索
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け
付
け
て
い
ま
す
。
手
続
き
の
際

に
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号

が
確
認
で
き
る
も
の
と
運
転
免
許

証
な
ど
の
身
分
証
明
書
、
金
融
機

関
届
出
印
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

・
申
込
期
限
に
つ
い
て

　

口
座
振
替
で
来
年
度
分
１
年
前

納
（
４
月
～
９
月
ま
で
の
６
か
月

前
納
と
２
年
前
納
も
含
む
）
の
申

込
締
切
日
は
２
月
末
日
で
す
。
す

で
に
口
座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い

る
方
は
、
手
続
き
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
引
落
し
方
法
の
変
更

を
す
る
場
合
は
締
切
日
ま
で
に
再

度
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

・
そ
の
他
注
意
事
項

　

残
高
不
足
で
口
座
振
替
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
は
、
翌
月
末
振
替

に
切
り
替
わ
り
、
割
引
も
な
く
な

り
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
で
１

年
前
納
・
２
年
前
納
ま
た
は
６
カ

月
前
納
を
初
め
て
申
し
込
ま
れ
た

方
は
、前
納
の
保
険
料
額
に
加
え
、

前
年
度
の
３
月
分
の
保
険
料
が
同

時
に
引
き
落
と
さ
れ
ま
す
の
で
残

高
不
足
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

　
（
☎
�
４
０
３
８
）

保
険
料
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

に
よ
り
納
付
が
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
金
融
機
関
の
窓

口
に
行
く
必
要
が
な
く
、
納
め
忘

れ
を
防
げ
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
前

払
い
（
前
納
）
す
る
こ
と
で
保
険

料
が
割
引
さ
れ
ま
す
。

①
１
年
前
納

　

４
月
か
ら
翌
年
３
月
分
の
１
年

度
分
の
前
納
。
納
付
書
で
毎
月
納

め
た
と
き
と
比
較
し
て
４
０
９
０

円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。（
本
年

度
割
引
額
）

②
６
カ
月
前
納

　

４
月
か
ら
９
月
分
、
10
月
か

ら
翌
年
３
月
分
の
前
納
。
年
間

２
２
２
０
円
の
割
引
に
な
り
ま

す
。（
本
年
度
割
引
額
）

③
毎
月
納
付
（
当
月
末
振
替
）

　

通
常
の
毎
月
納
付
（
翌
月
末
振

替
、
割
引
な
し
）
よ
り
１
カ
月
早

く
口
座
振
替
さ
れ
ま
す
。
毎
月
50

円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。

④
２
年
前
納

　

２
年
分
の
保
険
料
を
前
納
。
２

年
間
で
１
万
５
６
９
０
円
の
割
引

に
な
り
ま
す
。（
本
年
度
割
引
額
）

・
口
座
振
替
の
手
続
き
方
法

　

口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
、
本

庁
・
各
支
所
（
市
役
所
）
の
年
金

担
当
窓
口
の
ほ
か
、
金
融
機
関
の

窓
口
や
川
内
年
金
事
務
所
で
も
受

開 催 日　３月 23 日（木）
開 催 場 所　高尾野支所小会議室
開 催 時 間
　午前 10 時～午後 3 時 30 分
　（正午～午後 1 時除く）
相談内容

国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　川内年金事務所職員
予約受付期間
　２月 23 日（木）から３月16 日（木）まで

（土日休日を除く８時 30 分〜 17 時）
予約申込先
　本庁市民生活課　住民年金係
　☎ 63 － 4038

３月　出水地区年金相談
（完全予約制）

　

２
０
１
６
年
12
月
１
日
か
ら
、
衣
類

等
の
繊
維
製
品
の
洗
濯
表
示
が
、
新
し

い
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｌ
０
０
０
１
に
規
定
す
る
記
号

に
変
更
さ
れ
、
新
し
い
表
示
記
号
が
つ

い
た
衣
類
等
の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
洗
濯
表
示
で
は
、
ド
ラ
ム
式

洗
濯
乾
燥
機
等
に
よ
る
「
タ
ン
ブ
ル
乾

燥
」、
色
柄
物
の
衣
料
品
等
の
漂
白
に

適
し
て
い
る
「
酸
素
系
漂
白
剤
」
な
ど

新
し
い
洗
濯
記
号
が
追
加
さ
れ
た
り
、

適
用
温
度
が
こ
れ
ま
で
よ
り
も
細
か
く

設
定
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、

洗
濯
記
号
の
種
類
が
22
種
類
か
ら
41
種

類
に
増
え
ま
す
。
こ
の
変
更
に
よ
り
、

繊
維
製
品
の
取
扱
い
に
関
す
る
、
よ
り

き
め
細
か
い
情
報
が
提
供
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
洗
濯
に
よ
っ
て
衣
類
等
が
縮

む
、
ま
た
は
色
落
ち
す
る
な
ど
の
洗
濯

ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
内
外
で
洗
濯
表
示
が
統
一

さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
海
外
で
購
入
し

た
衣
類
等
の
繊
維
製
品
の
取
り
扱
い
な

ど
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
な
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

※
新
し
い
洗
濯
表
示
に
つ
い
て
詳
し

く
は
、
消
費
者
庁H

P

（http://
w

w
w

.caa.go.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

○平日（祝祭日を除く）
　午前８時30分〜午後５時
　（正午〜午後１時を除く）

　本庁生活環境課内
　（☎63−6203）
※高尾野・野田支所での来所相談は、
　事前にセンターにお電話ください。

新
し
い
洗
濯
表
示
記
号

出水市消費生活センター
【相談日時と場所】

広報いずみ H29.２月号原稿 
 

新
し
い
洗
濯
表
示
記
号 

 

平
成

28
年

12
月
１
日
か
ら
、
衣
類
等
の

繊
維
製
品
の
洗
濯
表
示
が
、
新
し
い

J
I

S 

L 

0
0
0
1
に
規
定
す
る
記
号
に

変
更
さ
れ
、
新
し
い
表
示
記
号
が
つ
い
た

衣
類
等
の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

新
し
い
洗
濯
表
示
で
は
、
ド
ラ
ム
式
洗

濯
乾
燥
機
等
に
よ
る
「
タ
ン
ブ
ル
乾
燥
」
、

色
柄
物
の
衣
料
品
等
の
漂
白
に
適
し
て
い

る
「
酸
素
系
漂
白
剤
」
な
ど
新
し
い
洗
濯

記
号
が
追
加
さ
れ
た
り
、
適
用
温
度
が
こ

れ
ま
で
よ
り
も
細
か
く
設
定
さ
れ
た
り
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
洗
濯
記
号
の
種
類

が

22
種
類
か
ら

41
種
類
に
増
え
ま
す
。
こ

の
変
更
に
よ
り
、
繊
維
製
品
の
取
扱
い
に

関
す
る
、
よ
り
き
め
細
か
い
情
報
が
提
供

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
洗
濯
に
よ
っ
て
衣

類
等 

 
 

           

類
等
が
縮
む
、
ま
た
は
色
落
ち
す
る
な
ど

の
洗
濯
ト
ラ
ブ
ル
の
減
少
が
期
待
で
き
ま

す
。 ま

た
、
国
内
外
で
洗
濯
表
示
が
統
一
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
海
外
で
購
入
し
た
衣

類
等
の
繊
維
製
品
の
取
扱
い
な
ど
を
円
滑

に
行
え
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

※
、
新
し
い
洗
濯
表
示
に
つ
い
て
詳
し
く

は
、
消
費
者
庁

H
P
（http://w

w
w

. 

caa/go/jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

                   出水市  
消費生活センター  

【相談日時と場所】  
 
○平日（祝祭日を除く） 

午前８時３０分～午後５時 
（正午から午後１時までを

除く） 
 
本庁生活環境課内 
（電話６３－６２０３） 

 
※ 高尾野・野田支所での来所相

談は、事前にセンターへお電話く

ださい。 
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　12月10日、鹿児島大学の留学生と本市の農林水産
商工業者等との異業種交流会が開催されました。
　これは、本市の豊かな自然や料理を留学生に知っ
てもらい、将来の経済や文化交流につなげようと企
画されたもの。留学生たちは、地元の新鮮な食材を
使った手料理やみかんなどに舌鼓を打ち、交流を楽
しんでいました。

よ
う
こ
そ
出
水
へ

留
学
生
と
異
業
種
交
流
会

ぜ
い
た
く
な
ひ
と
と
き

出
水
音
楽
祭
２
０
１
６

頑
張
っ
て
ま
す
！
地
元
事
業
所

国
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
事
業・採
択
事
業
所

　12月４日、本市の合唱団や吹奏楽部などが出演す
る「出水音楽祭」が市文化会館で開催されました。
　和太鼓の演奏に始まり、合唱団やマーチングバン
ド、吹奏楽部など全14団体による熱のこもった音楽
が披露され、来場した市民らは、生の音楽でぜいた
くなひとときを過ごしていました。

「
あ
ま
く
さ
」が
入
港

海
上
自
衛
隊
艦
艇　12月19日～1月13日の間、市役所１階エントラン

スホールで、マチ・テラス世界記録への軌跡の映像
が放映され、竹灯籠が設置・点灯されました。
　「最も長いランタン（竹灯籠）の列」29,503個でギネ
ス世界記録に認定されましたが、後日、「１つの会
場で最大のランタン（竹灯籠）の展示」55,434個も世
界記録に認定され、２つの世界記録を達成しました。

世
界
記
録
へ
の
軌
跡

マ
チ・テ
ラ
ス
２
つ
の
世
界
記
録

　昨年12月13日、米之津港に海上自衛隊の多用途支
援艦「あまくさ」が入港し、関係者による歓迎式が行
われました。
　翌日は一般公開が行われ、子供連れなど約130人
が訪れ、普段見ることのできない艦艇内を見学して
いました。

　

12
月
21
日
、
小
規
模
事
業
者
向
け
持
続
化
補
助
金
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
水
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相

談
所
が
開
催
し
た
も
の
で
、
セ
ミ
ナ
ー
に
続
き
市
内
事
業
者

に
よ
る
事
例
発
表
、
意
見
交
換
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
１
月
12
日
、
同
セ
ミ
ナ
ー
で
事
例
発
表
を
行
っ
た

方
を
含
む
市
内
事
業
所
の
皆
さ
ん
が
来
庁
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
出
水
商
工
会
議
所
の
経
営
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
国
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
事
業「
小
規
模
事
業
者

持
続
化
補
助
金
」ま
た
は「
も
の
づ
く
り
・
商
業
・
サ
ー
ビ
ス

新
展
開
支
援
補
助
金
」の
採
択
を
受
け
て
、
新
商
品
の
開
発

や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
企
画
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
Ｐ

Ｒ
活
動
・
店
舗
改
装
・
買
い
物
弱
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
な

ど
、
自
店
の
強
み
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
店
舗
・
サ
ー
ビ
ス
・

商
品
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
お
客
様
の
反
応

も
上
々
と
い
う
こ
と
で
、
今
後
さ
ら
な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

前列左から、藤本醸造（みそ・醤油等製造販売）、
渋谷市長、池田屋（衣料品販売）。後列左から、商
工会議所職員２人、モンブラン（菓子製造販売）、
バースデー（菓子製造販売）、澤田農園（合鴨農家）、
アレンジ（スポーツジム）。敬称略
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周
南
市
か
ら
訪
問
団
来
市

青
少
年
相
互
派
遣
事
業

　12月26日、山口県周南市から13人の青少年が本市
を訪問しました。
　これは、周南市との経済・文化交流をさらに発展
させようと昨年度から始まった事業で、本市に２泊
３日の日程で滞在しました。ツルの渡来地や出水麓
武家屋敷群などを見学、農家民泊なども体験して、
交流・親睦を深めました。

　

本
市
の
ツ
ル
の
越
冬
地（
干
拓
地
）に
は
、
今
季
も
多
く
の

ナ
ベ
ヅ
ル
や
マ
ナ
ヅ
ル
な
ど
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
出
水
で

ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
、
栄
養
を
蓄
え
て
元
気
に
北
帰
行
し
て

く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
季
の
ツ
ル
の
羽
数
記
録
は
、
昨
年
11
月
５
日
に
調
査
し

た
１
万
１
８
７
２
羽
で
す
。

　

１
月
７
日
に
予
定
さ
れ
て
い
た
、
今
季
最
終
と
な
る
第
６

回
ツ
ル
羽
数
調
査
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
影
響
を
考

慮
し
て
中
止
さ
れ
ま
し
た
。

今
季
の
記
録「
１
万
１
８
７
２
羽
」

今
季
の
ツ
ル
羽
数
調
査

お
正
月
を
前
に

あ
っ
た
か
歳
末
特
産
品
ま
つ
り

　12月28日、年末恒例「あったか歳末特産品まつり」
が高尾野きらめきドームで開催されました。
　高尾野特産品協会などの関係者でつくる実行委員
会が主催し、今回で21回目の開催。
　地元の新鮮な食材や手打ちそば、お正月用の花や
門松などが出品され、ぜんざいもふるまいわれ、大
勢の買い物客が会場を訪れていました。

私
た
ち
が
案
内
し
ま
す

ツ
ル
ガ
イ
ド
博
士
結
団
式

　12月17日、ツル観察センターでツルガイド博士・
ボランティアガイド結団式が行われました。式では、
新たに32人のガイドが任命され、日本航空からジャ
ンパーの寄贈やガイドの研修などが行われました。
　ガイドとなった児童生徒たちは、同日から１月９
日までの冬休み期間、交代でツルガイドのボラン
ティア活動を行いました。

　12月18日、第11回市内地区対抗駅伝競走大会が市
陸上競技場発着で開催されました。小中高校生、一
般で構成された11チーム154人のランナーが14区間
を駆け抜けました。
　優勝は西出水地区、準優勝は高尾野地区、３位は
米ノ津東地区でした。また、Ｂクラス優勝は米ノ津
地区、Ｃクラス優勝は江内地区、昨年度記録より４
分23秒短縮した野田地区が躍進賞に輝きました。
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会

23 22広報いずみ2017（平成29年）２月 広報いずみ2017（平成29年）２月



　１月２日、新春を祝う新春初舞がツル観察セン
ターで行われました。
　酉

と り

年の新春、縁起物のツルを見ようと市内外から
多くの観光客らが訪れて、和太鼓の演奏やバンド演
奏などを楽しみました。また、ぜんざいの振る舞い
や餅投げなどもありました。
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　１月８日、消防出初め式が雨天のため市総合体育
館で行われました。市民の安全安心な暮らしを守る
ために活動している消防職員と、仕事の傍ら地域の
防災活動に行っている消防団員が一堂に会し開催さ
れました。表彰式では、成松薫元副団長と坂木良次
副団長が消防庁長官表彰を受賞。そのほか、日本消
防協会会長表彰や県消防協会総裁表彰、県知事表彰
など多くの団員が表彰されました。
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薬局平和調剤センター 薬局平和調剤古賀町店
　水俣総合医療センター近く、天神耳鼻科前 古賀町（緒方眼科前）

電話　０９６６－６２－０２３０ 電話　０９６６－６２－２２７２

営業時間　平日　８：３０～１８：３０ 営業時間　平日　８：３０～１８：００

　　　　　　　　 　　土曜　８：３０～１７：３０ 　　　　　　　　　　 土曜　８：３０～１３：００

薬剤師募集（正社員・パート）

          勤務地：水俣市　　
             勤務時間等はご相談に応じます

           お気軽にお電話ください

　　　　　　　　　　電話　０９６６－６２－２２７２　（担当　下田）

0120-081-132
 木野興産　クリクラ　やはず

有料広告欄有料広告欄有料広告欄有料広告欄
【申込・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120
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有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

有料広告を
募集

【申し込み・問い合わせ先】
　　　本庁政策経営部総合政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は約21,000部で市内のほぼ全世帯に配
布されます。同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利用く
ださい‼
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。
※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時〜午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時〜正午）午後も受け付ける場合がありますので、直接お問い合わせください。

２　　　　　月
日 医　療　機　関　名

５日（日）

［当］ 東医院 整形外科 六月田中 ☎67−1861

［当］ つかさとクリニック 内・神経内科 今釜西 ☎67−5560

［当］ いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎73−1700

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

11日（土）

［当］ 吉田耳鼻咽喉科医院 耳鼻咽喉科 栄町 ☎62−0170

［当］ 高尾野診療所 内・外科 上の原（高尾野） ☎82−0017

［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64−6100

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

12日（日）

［当］ 楠元内科医院 内科 千本付 ☎62−8600

［当］ 吉井中央病院 内科 東大野原 ☎62−3111

［当］ 山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72−0420

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

［児］ こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500

19日（日）

［当］ 広瀬産婦人科医院 産・婦人科 春日町 ☎62−1559

［当］ 来仙医院 内・外・小児科 田多園 ☎84−2005

［当］ 北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72−0016

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

26日（日）

［当］ 市川医院 耳鼻咽喉科 沖田 ☎63−3151

［当］ クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎62−0241

［当］ 阿久根眼科 眼科 阿久根市 ☎72−0040

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

［児］ キッズクリニック 小児科 向江 ☎63−7707

※夜間の急患（内科・小児科）、夜間一次救急診療所（野田診療所内）（☎ 84 − 2023）午後 7 時～同 11 時
・来院の際は、来院される前に必ず電話で症状をお知らせください。
※おおむね 15 歳未満の子どもの夜間電話相談「鹿児島県小児救急電話相談」
　（☎♯ 8000 または☎ 099 − 254 − 1186）平日・土曜日（午後７時～翌午前８時）日曜・祝日（24 時間）
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休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局
２月19日

楠元内科医院（歯科） 歯科 ☎79－3351 鹿 島
ス マ イ ル 薬 局 ☎84－2430 田 多 園
そ う ご う 薬 局 ☆ ☎64－8161 早 馬

２月26日
橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2330 八幡（出水）
ふ れ あ い 薬 局 ☎63－3070 平良馬場
第 二 緑 調 剤 薬 局 ☎63－1177 沖 田
さ く ら 薬 局 ☆ ☎63－7700 向 江 町

期　　間
出　水　地　域 高尾野・野田・荘地域

工 事 事 業 者 平　日 休日および平日の
　　午後５時以降 工事事業者 平　日 休日および平日の

　　午後５時以降
２月１日～５日 ヤマサキ電機産業 ☎62－3400

携帯電話
（090－7397－7898）

三 友 建 設 ☎82－0173

携帯電話
（090－7154－7490）

２月６日～12日 たかさご水道 ☎67－4400 別府水道住宅設備 ☎84－2080

２月13日～19日 日之出建設工業 ☎63－3388 樋 口 電 設 ☎85－5901

２月20日～26日 職 建 ☎62－1409 ホクシン工建 ☎82－0612

２月27日・28日 あかつき電化 ☎62－0650 野 村 電 設 ☎82－3637

火の元には十分注意しましょう！
出水市消防本部管内の火災・救急状況（2016年12月１日〜同12月31日）

火　　　　　　災 救　　　　　　急
発生件数 うち建物 死者 負傷者 発生件数 うち急病

出　　水 ２件（＋１） ２件（＋１） ０人（±０） ０人（±０） 184件（－16） 94人（－８）
2016年の累計 17件（－２） 11件（－４） １人（－１） ３人（＋１） 2,253件（＋54） 1,234人（＋11）

※（　）内の数字は前年同月比

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

２月の主な行事

２月５日
水 野 歯 科 医 院 歯科 ☎82－0064 柴 引
あ じ さ い 薬 局 ☎67－2055 六月田下
いまがま調剤薬局 ☎65－7550 今 釜 西
会 営 薬 局 ☆ ☎64－8280 早 馬

２月11日
石 沢 歯 科 医 院 歯科 ☎84－4411 天神（野田）
クレイン調剤薬局 ☎63－4300 栄 町
高 尾 野 会 営 薬 局 ☎64－2110 上 の 原

２月12日
お て き 歯 科 医 院 歯科 ☎63－0393 八幡（出水）
ポ ポ ロ 薬 局 ☎63－4630 千 本 付
マ リ ン 薬 局 ☎63－6678 東大野原
か し ま 薬 局 ☆ ☎63－3970 鹿 島

※歯科医院診療時間　午前９時〜正午
☆小児科当番薬局　　午前 10 時〜正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。

12日（日）▶産業振興フォーラム（午前10時・市役所１階多目的ホール）（Ｐ15に関連記事）

18日（土）・19日（日）▶越冬地での立入規制社会実験（午前９時～午後４時30分・干拓地）

25日（土）▶生涯学習・福祉ボランティアフェスタ（午前９時30分・市文化会館）（Ｐ５に関連記事）



■携帯電話用ページ　http://www.city.izumi.kagoshima.jp/i/■発行　出水市　　　■編集　政策経営部総合政策課
■出水市役所（本庁）　〒899-0292　鹿児島県出水市緑町1番3号
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-63-0680
　　　　高尾野支所　〒899-0492　鹿児島県出水市高尾野町大久保7番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-82-2399
　　　　野 田 支 所　〒899-0502　鹿児島県出水市野田町下名7035番地
　　　　　　　　　　TEL0996-63-2111（代表）　FAX0996-84-2078
■ホームページアドレス　http://www.city.kagoshima-izumi.lg.jp/
■電子メールアドレス　info_izm@city.izumi.kagoshima.jp

スマートフォン用 携帯電話用   
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12
月
の
サ
ン
デ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
で
は
「
ス
ノ
ー
ド
ー
ム
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
空
き
瓶
の
ふ

た
に
、
小
さ
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
や
雪
だ
る
ま
を
固
定
し
、

液
体
の
入
っ
た
ビ
ン
に
入
れ
ま

す
。
砕
い
て
入
れ
た
卵
の
殻
が

雪
の
よ
う
に
舞
っ
て
、
と
て
も

き
れ
い
で
し
た
。

　

参
加
者
は
限
ら

れ
た
材
料
を
上
手

に
使
い
、
ビ
ン
の

中
の
小
さ
な
世
界

を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
小
物
作
り

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

市
制
施
行
10
周
年
を
記
念
し
て
郷
土
芸
能
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

十
数
年
ぶ
り
に
披
露
さ
れ
た
郷
土
芸
能
も
あ
り
、
見

応
え
十
分
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き
や
ビ
シ
ッ
と
そ
ろ
っ

た
演
技
な
ど
に
引
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
音
楽
や
セ
リ

フ
、
掛
け
声
な
ど
も
魅
力
的
で
、
先
人
た
ち
の
残
し
た

文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
時
間
で
し
た
。

　

も
っ
と

多
く
写
真

を
撮
っ
て

お
け
ば
良

か
っ
た
…

と
反
省
中

で
す
。

　
（
浦
﨑
）

『今月の問題』
次のうち、哺乳類ではないの
はどれでしょう。
Ａ　コウモリ
Ｂ　イルカ
Ｃ　サメ

１月号のクイズと答え

本当にある植物はどれでしょう？
　A　エビチリ
　B　スブタ
　C　カニタマ

答えは、B　スブタでした。

　ジュニアオリンピックカップ全日
本小学生相撲優勝大会・５年生の部
で優勝した山下昇介さん（高尾野小
学校５年・写真左）と弟の正清さん

（写真右）。

　県中学校新人剣道大会・女子の部で優勝した出
水中学校剣道部の皆さん。
　同部は、２月に行われる白龍旗争奪選抜中学校
剣道大会（九州大会）と３月に行われる全国選抜
中学生剣道大会に出場予定です。

　行人岳をとおり北帰行する
ツルを保護するために活用し
てほしいと、ツル保護会に寄
付していただいた、行人岳運
営委員会（阿多靖直委員長）
の皆さん。

　故石元武久氏（元出水市消防
団副分団長）に瑞宝単光章が贈
られました。石元氏は、1970
年から 2014 年まで通算 42 年
11 カ月の長きにわたり消防団
員として活動されました。

　「社会を明るくする運動」作
文コンテスト（県審査）で、県
内中学校 468 点の応募の中から
審査され、最優秀賞を受賞した
切通寧々さん（大川内中学校 1
年）。


